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配はないと予想できたため、ホタテガイの付着数が少
ない所では、袋換えをしなくても稚貝の成長に影響を
与えることはないと考えられました。また、ヒトデの

ブラキオラリア幼生の累積出
現数も全湾で0.2個/㎥と昨年
の1/8にとどまり、付着も見
られなかったためヒトデの食
害にあう危険性はほとんどな
いと考えられました。これら
のことから、平成19年産の稚
貝の必要数は確保できると予
想されました。
　
3　稚貝採取
　第2回の全湾付着稚貝調査
時の稚貝のサイズは前年の同

時期より大きく、稚貝採取は昨年より早い7月中旬から
始まったため、7月下旬～8月上旬に平内、横浜地区で
稚貝採取作業状況を聞き取るとともに作業上の改善点
を指導しました。特に、今年は6月までの水温が高め
に推移して水温の低下が遅くなる可能性が高かったこ
とから、分散の時期も遅くなるだろうと予想されまし
た。このため、一段当りの稚貝数を少なめにするよう
に指導しました。その際、稚貝の過不足についても聞
き取ったところ、不足分は個人で融通しあうことで補
い、必要数は確保できるとのことでした。

　6月まで水温
が 高 め に 推 移
し、稚貝採取時
期にも高めに推
移する恐れがあ
りましたが、7
月中旬～9月中
旬までの水温は
例年より低め～
平年並みに推移
したため、へい死も起こらず8月下旬には無事に稚貝採
取が終了し、稚貝は十分確保することができました。
　しかし、最近になりサンカクフジツボが、稚貝およ
び1年貝に大量に付着していることが分かり、今後の
養殖作業に大きな影響を与えることが懸念されていま
す。
　
　ホタテガイの養殖は毎年の自然環境に大きく左右さ
れるものの、それぞれ適した方途によって良質の貝を
作ることができるのだと思います。今年は成貝の保有
数が多く、養殖施設の関係で分散が遅れている所があ
りますが、分散が遅れると稚貝がぶつかり合って異常
貝が発生することが懸念されますので、人間の都合に
合わせず、ホタテの気持ちになって作業を進めてほし
いと思います。

「アカモク」という名前の海藻をご存知ですか？
　アカモクはホンダワラ類の一年生海藻で、北海道東
部を除く、日本各地の沿岸に生育しています。本県沿
岸にも広い藻場をつくり、幼稚魚、エビやカニ類など
の産卵場や隠れ場として漁業を下支えしています。夏
場になると流れ藻となって海面を漂い、時に船の通行
をさまたげることがありますが、流れ藻となっても海

流に乗って移動す
るウスメバル稚魚
にとって、重要な
隠れ場になってい
ます。
　また、アカモク
は 、 秋 田 県 で は
「ギバサ」、新潟
県では「ナガモ」

とよばれ、日本海中部沿岸域にあるこれらの地方で
は、メカブのようにボイル後に刻んだ加工品が昔から
よく食べられてきました。最近、海藻食ブームもあっ
て、日本各地でアカモクが食べられるようになり、県

内各地のスーパーでも「ギバサ」などの商品名のパッ
ク商品をみかけます。そこで、磯根資源部では、平成
18年度からほんだわらが育む豊かな海づくり試験の一
環としてアカモク（食用ホンダワラ）の養殖技術開発
と加工試験に取り組んできたので、これまでの結果の
概 要 を 紹 介 し ま
す。

■養殖技術の開発
試験の方法
　平成18年5月11
日に深浦町北金ヶ
沢地先からアカモ
ク母藻を採集し、
所内の水槽に収容
しました。6月上
旬には、母藻から自然に落下した胞子が水槽底面で発
芽しました。それらの葉の長さが5-6mmに生長するの
をまって、水槽底面から剥離し、�0㎥のアルテミア孵
化槽に収容しました。孵化槽では約�ヶ月間で葉の長さ

食べられるホンダワラがあることをご存知でしたか？
磯根資源部　主任研究員　　山　田　嘉　暢

表１　平成10年から19年まで
のホタテ稚貝付着数全湾平均値

年 ホタテガイ付着数
（個／袋）

H19 91,739
H18 24,286
H17 45,696
H16 278,825
H15 161,256
H14 82,443
H13 194,357
H12 91,368
H11 67,033
H10 59,304
※第２回ホタテガイ等付着稚貝
調査結果（間引き無しの値）

　写真　久栗坂実験漁場で養殖しているホタテガイ
１年貝の左殻に大量に付着したサンカクフジツボ
（10月３日撮影）

　図1　中泊町小泊地先の天然アカモク
　図2　アカモク人工種苗をはさみこんだネトロ
ンネット基質（手前から1cm、3cm、6cm）
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が約2-�cmの幼芽に生長したので、これを1、�、6cm幅
に切ったネトロンネットにはさみこみ（図２）、結束
バンドで�mノレンに結着し、深浦町北金ヶ沢地先（以
下、北金ヶ沢地先）と佐井村佐井地先（以下、佐井村
地先）に9月から翌年�月までの各月ごとに、沖出し

し、その後の生長
を調べました。
試験結果
　北金ヶ沢地先で
は9月に沖出しし
た人工種苗だけが
大きく生長しまし
た。10月以降に沖
出しした種苗は、
最 大 で も 長 さ が
15cmにしか伸び

ませんでした。
　また佐井村地先では9月、10月までに沖出しした人
工種苗は数メートルに生長しましたが、11月以降に沖
出しした種苗は、最大でも長さが19.8cmに留まりまし
た。
　9月に沖出ししたアカモク人工種苗は、北金ヶ沢地先
では11月に最大でも�.2cm、12月に8.0cmでしたが、翌
年1月から急激に生長し�1.0cmになり、2月に75.0cm、
�月に1.�m、�月には�.1mになりました。6月には最大

�.�mに生長し、重
量は1.8kgでした。
　 佐 井 村 地 先 で
は11月に�.2cm、
12月に7.5cmでし
たが、翌年1月か
ら 急 激 に 生 長 し
�0.0cmになり、�
月に1.7mになりま
した。6月の収穫

時には�.�mまで生長し、重量は1.8kgでした。
　以上の試験からは、アカモク人工種苗は、9月あるい
はそれ以前に沖出しすると、順調に生長し、6月には収
穫できるようになることが分かりました。なお、どの
くらい早い時期から沖出しできるようになるかは今後
調べる予定です。
　また、種苗を結着するネットの幅については、これ
までの調査でははっきりした違いがみられませんでし
た。沖出しした種苗の脱落を防ぐためには、結着基質
や結着方法が鍵を握ると考えていますので、今後、さ
らに検討する必要があると考えています。

■加工試験
　アカモクは5-6月頃になると胞子を作る部分が膨らみ
ますが、この部分がとくにねばりが強く、アカモクの
食味を左右するといわれています。したがって、胞子

を作る時期が、一般にアカモクの収穫時期にあたりま
す。
　 な お 、 ア カ モ
ク に は 、 ミ ネ ラ
ル、ビタミンB2、
C2、カロチンが豊
富に含まれていま
すが、とくに、フ
コイダンと呼ばれ
るこのねばり成分
は、高血圧、糖尿
病、ガン、肥満予
防、等々に効果があると報告されています。
　アカモクの加工品を試作するにあたり、事前に艫作
漁協と佐井村漁協にお願いして採取した天然のアカモ
クをふるさと食品センターに送り、山日水産食品開発
部長に加工方法を検討してもらいました。この検討結
果をもとに、深浦町風合瀬のいか焼き村と佐井村漁協
で、それぞれ、ふるさと食品研究センターから長根主
任研究員ならびに中村主任研究員を、下北ブランド研
究開発センターから成田指導普及部長と大澤技師を派
遣していただき、加工研修を実施しました。

■加工方法
　6月11日、12日
に収穫した養殖ア
カモクおよび天然
のアカモクを、計
量 後 、 よ く 洗 浄
しヨコエビなどの
夾雑物を取り除き
ました。アカモク
の茎（芯）を取り
除き、熱湯で数分
間ゆでます。色が鮮やかな緑色になったところで、熱
湯から上げ、冷水で冷やし、良く水切りします。その
後、包丁で荒切りした材料をチョッパーにかけて、細
かくしたものを容器にいれて整形しました。

■試作品の評判
　 加 工 試 験 の 結
果、アカモクは採
取時期によって、
品質に大きな違い
が出ることが分か
りました。胞子が
十分にできた、い
わば年取ったアカ
モクでは、若いア
カモクに比べ、色
がまだらとなってしまい、鮮やかな緑色とならないこ

　図4　アカモク加工品の試作（ふるさと
食品研究センター）

　図4　収穫時の人工アカモク（佐井村地先平成
19年6月：左：筆者、右：佐井村漁協大石さん）

　図3　沖出しから3ヵ月後のアカモク人工
種苗（北金ヶ沢地先12月）

　図5　加工研修（佐井村漁協：左：七戸総務部長、
右：下北ブランド研究開発センター：大澤技師）

　図6　絞り出して整形したアカモク（風
合瀬イカ焼き村にて）
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今年の賓陽塾を振り返って
浅海環境部　 主任研究員　　吉　田  秀　雄

賓陽塾とは
  本だより第109号でお知らせした賓陽塾の研修事業
が行われましたので、その概要についてお知らせしま
す。
  そもそも、この賓陽塾という名称ですが、知ってい
る人にとっては（かなりの先輩になるのでは？）懐か
しく響き、知らない人にとっては意味不明に聞こえ

るのではないで
しょうか。せっか
くの機会ですので
賓陽塾の由来につ
いて少々説明した
いと思います。
　前身である青森
県立海洋学院の歴
史は、昭和12年
４月に開設され

た、青森県漁民修錬道場賓陽塾に端を発します。修錬
の錬の一字をとっても非常に古めかしく感じますが、
一方、当時の漁業後継者育成に対する県の意気込みと
水産業界の期待が感じられます。余談ですが、当時不
況にあった農漁村を立て直す村づくりの指導者を育成
するため農林省の援助のもと設置されたそうです。
　さて、賓陽塾の名称の由来ですが、昔、中国の賓陽

堂という所で中国
全土から集まった
青 年 が 修 業 を 積
み 、 幾 多 の 偉 才
を出したというこ
とから当時の県経
済部長の中村元治
氏が命名したと記
録されています。
開設当初の賓陽

塾という名称は昭和�6年に青森県水産修練所と変更さ
れるまで2�年間使用されていました。この当時の名残
か、八戸地方の地元の人たちは今でも親しみを込めて
「道場」と呼んでおり、特に年配の人には「道場」で

なければ話が通じない時もあります。その後、平成10
年に青森県立海洋学院と改称され、通算1,659名の修了
者をもって平成19年３月に70年の歴史に幕を閉じまし
た。
　しかし、漁業後継者育成の場は現在においても必要
であることから、今年度新規に漁業後継者育成対策事
業を立ち上げて、時代に即応した研修の場が当研究所
に設置されることになりました。このとき、多くの英
才を輩出した栄誉ある初代の塾名を復活させ、その建
学の志を引き継ぐべく前出納長長谷川義彦氏により
「賓陽塾」と命名されました。

研修はどのように行われたか
  新たにスタートした研修事業は、約２ヶ月半の漁
業基礎知識や技術を学ぶ通常研修と漁業に必要な船
舶や無線の免許
取得、漁業実習
を主体とした選
択研修で構成さ
れ、主に海洋学
院のような新規
学卒者のみを対
象とした一年間
の全寮制の専門
学校方式から若
手漁業従事者も参加しやすい短期研修方式に変更とな
りました。このため、担当職員も塾生募集、研修内
容、開講式典など初めてづくしの仕事に右往左往しな
がら準備を進めました。
　今年の場合は、新聞報道にもありましたとおり、塾
生募集に苦労し、当初の募集締め切り日で応募ゼロで
したが、水産局あげての協力により開講式直前に16名
（後日1名追加）が集まり、なんとか開始することが出
来ました。集まった塾生は、ほとんど全員ホタテ養殖
業者の子弟で、賓陽塾へ通学可能な平内町を中心とし
た青森市後潟から野辺地町にかけての地域の人で占め
られました。
  研修カリキュラムについても、当初は海洋学院のよ

とが分かりました。粘りも、年取ったアカモクでは少
なく、若いほうがよい結果が得られました。　　
　これから、優れた製品に仕上げるためには、収穫の
適期は5月後半から6月前半の10日前後の限られた期間
とみなされました。
　試食試験では、参加者全員が独特な食感があって、
思っていたよりずいぶんおいしいとの評価が得られま
した。アカモクは、最大の長さが十数メートルに伸び

るため、繁殖するとコンブに光が当たらなくなる雑海
藻として扱われていたこともあります。しかし、適切
に加工することで、地域の特産品として利活用できる
ことがこれまでの調査を通じて確かめられました。
　なお、当所の入り口ロビーには大間町奥戸地先で採
取した約5mの標本が展示してあるので、関心がある方
はぜひ見学においでください。

　インターネットの研修

　貝毒原因プランクトンの観察

　２級小型船舶操縦士実技講習


